


















































































































































































































































































































（1981 年）に協力してくれた当時の小学 5 年生は、



































































































































近藤：今はもう二人の子どもたちが 40 代と 30 代後半
で、大きくなりましたけれども、子どもを育ててい
るときに、うちの家では、“7 時に会いましょう ”、“ 夕




































































































その ” あたたかい気持ちをどう伝え合っていくか ” と
いうこと。これが課題になると思います。
　　繰り返しになりますが、食行動（食事を食べる行
動、食事を作って準備する行動、食情報を受発信し、
食生活を営む力を形成する行動）は多様な行動から
成り立っています。しかも、すべての人々が関わり、
地域やライフスタイルやさまざまな条件の影響を受
ける中での多様な営みなので、その人にとって自己
表現・自己実現の可能性が高い特徴があるといわれ
ています。
　　だから、食事の場はあたたかい気持ちを伝えるチャ
ンスが多い。それを受け止めて、ありがとうと言う
チャンスも多い。逆にそうじゃないと感じる、自分
がどうすべきかと葛藤する、こうしたプロセスを相
手が受け止めて悩っみを共有するチャンスも多い。
共食はこうした人間のあたたかさも、そうでない気
持ちや関係を共有できる、身近な場といえましょう。
　　折角そうした可能性を持っている場なのに、携帯
電話優先で食事が終わってしまうような状態を作ら
ないことも、すぐできることのひとつかもしれませ
ん。
　　本日のキーワードである “ 共食で、あたたかい食育
を ” がそれぞれの家庭や学校や職場や地域で成り立っ
て、あたたかい食育、あたたかい生き方、あたたか
い国際社会（少し大げさですが）などがうまく繋がっ
ていくことを願います。
　　それぞれの立場で、できることからやってみる。
病気で寝ている人も、障がいのある人も、それぞれ
がそれぞれの立場で、そういう自己表現・自己実現
の可能な場としての食事・食生活・食をもっと大事
にしていきたいと、強く思いました。
　　果てしなく続く、とても大きなテーマですが、今
日は皆それぞれがこのテーマを巡って考える場を共
有できたと思います。　この点で本日のシンポジウ
ムが一つの役割を果たさせて頂けたように思います。
　今日の特別講義をして下さった小泉先生はじめ、そ
れぞれ個性的な発言をして下さったシンポジストの
方々に、もう一度大きな拍手でお礼を申し上げて、
この会を終わりたいと思います。どうもありがとう
ございました。会場の皆様、どうもありがとうござ
いました。
和泉（総合司会）：  足立先生、どうもありがとうござい
ました。先生方どうもありがとうございました。こ
れをもちまして、本日予定しておりましたプログラ
ムを終了させて頂きます。
　　それでは、忘れもののないように、お帰り頂きた
いと思います。本日はどうもありがとうございまし
た。　　　
